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連日猛暑の中でロータリアンの皆様いかがお

過ごしですか。

私は今公式訪問で連日富山、石川、両県駆け

巡っています。又訪問先の各クラブ会長、幹事、

ロータリアンの皆様方からあたたかく迎えてい

ただき本当に感謝申し上げます。ありがとうご

ざいました。訪問先の会長・幹事懇談会では各

クラブには、いろいろな特色がありました。そ

して、今年度の目標、またその先に向けての長

期計画それぞれに素晴らしいものがありました。

増強計画では、入会者のために会費の値下げま

たは例会の回数を少なくしたり、また逆に例会

及びクラブの運営をよりシビアに厳しく活動さ

れているクラブと様々ですが、立てた計画通り

にいかなければ、計画の見直しも有りかなと思

いますが、先ずは立てた計画を実践していただ

きたいと思います。まだまだ公式訪問が続きま

すが、お邪魔した時にはどうかよろしくお願い

いたします。 去る8月6日（日）石川県白山市

一里野スキー場において一里野音楽祭が開催さ

れました。白山市と北陸放送主催のイベントで

すが、ここは、今年世界ジオパークに認定され

た場所でもあります。その場所において国際

ロータリー第２６１０地区も、ポリオ根絶、そ

してわれわれロータリーの事業を一般の方々に

知っていただく為、若い世代（ローターアク

ト）に協力をいただき、ロータリー財団委員長

青山和也氏を実行委員長として、イベントに参

加させていただきました。当日は３７度くらい

の猛暑の中、約５０００人の来場者そして用意

したうちわ６００枚を配布でき約７０人余の

方々に募金の協力をいただきました。また募金

に協力いただいた方々に、白山ＲＣより提供頂

いた鉛筆、傘、スケッチブックを粗品としてお

渡し致しました。

霊峰白山の麓の高原とはいえ、大変な猛暑の

中でしたが、やって良かったという充実感に満

ちた有意義な一日となりました。ご協力いただ

いた皆様に心よりお礼申し上げます。ありがと

うございました。

Governor’sMessase
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原 勉（白山RC)

国際ロータリー第２６１０地区

２０２３－２４年度 ガバナーメッセージ
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地区幹事・副幹事ご挨拶

いよいよ、原年度のスタートです。

ガバナー公式訪問は７月の第２週目から組まれ、随行員として

地区幹事及び副幹事１０名を含めて車の運転や例会会場を確認し

ながら訪問いたします。一応１０月の地区大会（１０月２１日～

２２日）までに各クラブには1回目は訪問出来るように計画をた

てて見ました。

この度2023－24年度2610地区筆頭副幹事を仰せつかりました。

初めての地区出向で筆頭副幹事という大役を1年間務めあげること

ができるか不安ではありますが、宮本幹事や9名の副幹事の方々と

共にロータリーを学び、そして楽しく前向きに職務を遂行できる

宮本 哲一（白山RC）

地区幹事の私も訪問先の６４クラブ中、３８クラブ先の６割弱を担当します。

クラブ要覧、会報、それからガバナー補佐の報告書などを見ながら会長，幹事懇談会を例会前に

実施し、クラブ活動計画や会員増強の取り組など意見交換をさせて頂きます。

新たに立ち上げたDEIは、今年度研究委員会として各地区の委員会組織から推薦の方々で構成し

ました。

各クラブにおかれましては、訪問の際は宜しくお願いいたします。

中村 俊治（白山RC）

よう力を合わせ、原ガバナー年度のテーマ（「ロータリー」の魅力を広めよう）の実現に向け努め

て参りたいと思います。

1年間よろしくお願い申し上げます。

地区幹事

地区筆頭副幹事
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地区幹事・副幹事ご挨拶

原ガバナ－から地区副幹事を拝命いたしました野々市RCの石澤です。

柳生ガバナ－年度では地区幹事をさせて頂き、各RCへお伺いする機会

に恵まれ貴重な体験をする事ができ感謝しています。

原ガバナ－は親クラブである白山RCの期待のガバナ－です。微力で

すが一助になれたら幸いです。

今年度、国際ロータリー2610地区の副幹事を拝命しました、石川第

一グループB、野々市RC、齊藤邦博と申します。

ロータリーに入会して8年が経ちましたがコロナ禍でここ4年は特に

活動もできておらず、在籍期間のわりにロータリーのことをわかって

おりません。地区副幹事のお話を最初に頂いたときは正直私みたいな

石澤 康（野々市RC）

地区副幹事としての担当は、「DEI研究委員会」「危機管理委員会」「地区戦略計画策定特別委員会」

です。特に「DEI研究委員会」は今年度から原ガバナ－が新たな取り組みでスタ－トさせる委員会です。

どのような方向性になるのか楽しみにしています。

柳生ガバナ－の地区大会は白山RCにお願いし、開催することが出来ました。今年度は野々市RCが地区

大会のホストクラブとして原ガバナ－を盛り上げようと全会員が準備しています。地区大会において白山

RCと野々市RCのパイプ役になれるように、また2610地区の為にも頑張りたいと思います。

齊藤 邦弘（野々市RC）

もので務まるか不安でしたが、ロータリーにはNOという言葉は無く、YESとハイとOKしかないとよく言

われますので、とりあえずは勢いで受けてみました。

地区のこと、副幹事の仕事もよくわかっておりませんが、副幹事の一員として原ガバナーを支えて参

る所存です。地区ではRLI・研修部門を担当させていただいており、RLI委員会の委員も兼ねております。

皆様にはRLIに是非とも参加していただき、一緒にロータリーについて学び、見識を深めていければ幸い

に存じます。一年間、何卒よろしくお願い申し上げます。

危機管理・戦略計画・DEI研究部門 地区副幹事

RLI・研修部門 地区副幹事
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地区幹事・副幹事ご挨拶

白山ロータリークラブ所属、針原と申します。今年度、クラブ奉

仕部門並びに公共イメージ部門担当副幹事を拝命致しました。微力

ではございますが、各委員長をはじめ各委員の皆様とコミュニケー

ションを図りながら、円滑な委員会運営に寄与して参ります。

「ロータリーの魅力を広めよう」原ガバナーの掲げる今年度の

本年度地区副幹事として職業奉仕部門の担当を仰せつかりました白

山ロータリークラブ西川發子です。

ロータリーの会員歴は20年程です。昨年末に23年間経営したアート

ギャラリーを閉じ、自宅でアートサロンを開設しました。お陰で時間

に余裕ができましたので、これまで以上に副幹事として地区の仕事に

針原 利浩（白山RC）

テーマは、シンプルでありながら、とても壮大であると感じます。何故なら、第2610地区のそれぞれの

クラブが、おのおののロータリアンが魅力的でなければ為すことができないものだからです。ロータ

リー歴の浅い私に副幹事は重責ではございますが、またとない機会、経験の場を与えられたものと前向

きに捉え、諸先輩方に教えを乞いながら、ロータリアンとして成長し、また人として少しでも魅力的に

なれますよう、楽しみながら取り組んでいく所存です。皆様にはご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い

申し上げます。

西川 發子（白山RC）

取り組んでいきたいと思います。初めてで戸惑いもありますが、ガバナー輩出クラブとして原勉ガバナーの

地区運営を力一杯支えて参ります。

職業奉仕委員会では石橋孝史委員長・多川裕満副委員長と連絡を密に取り、息のあったチームワークで、

委員会と地区、地区と各クラブの疎通を図り、委員会運営が円滑に行えるよう副幹事としての役割を務めて

いきたいと思います。

皆様、1年間どうぞ宜しくお願い申し上げます。

クラブ奉仕部門・公共イメージ部門 地区副幹事

職業奉仕部門 地区副幹事
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地区幹事・副幹事ご挨拶

この度、23-24年度地区副幹事を拝命いたしました、白山ロータ

リークラブの杉本和美と申します。

今年度2610地区の原ガバナーを地区幹事、地区副幹事の皆さまと一

緒に盛り立てていくお手伝いができるように努めて参ります。

まだまだロータリアンとして未熟ですが過去２年間クラブの社会

今年度、国際奉仕の地区副幹事を拝命致しました水上と申します。

世界の平和が揺らごうとしている今だからこそ国際的な理解や親善、

そして平和へ向けての活動が急務でございます。今こそ国際奉仕の真

価が問われる時ではないでしょうか？

微力ながら副幹事として委員会の運営がスムーズにいくように、

杉本 和美（白山RC）

奉仕委員長として経験を積ませていただき、今年度は地区社会奉仕部門担当として配属されました。

中野秀光社会奉仕小委員長は今年度の社会奉仕活動について「思い切った活動視点の変化」を提案さ

れておられます。

委員長が提案される活動方針を各クラブ、会員の皆さまに発信するお手伝いを微力ながら努めて参り

ます。

皆さま、今後ともご理解、ご協力をよろしくお願い申しあげます。

水上 克也（白山RC）

そして、宮本地区幹事へのサポートを通じて原ガバナーをお支え致します。また、私自身所属クラブの

幹事をさせていただきますので、クラブの活動と地区の活動を両立させどちらの活動にも全力で取り組

みたいと思います。

是非とも皆様のご支援ご鞭撻を戴けますよう、宜しくお願い申し上げます。一年間よろしくお願いい

たします。

社会奉仕部門 地区副幹事

国際奉仕部門 地区副幹事
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地区幹事・副幹事ご挨拶

地区副幹事として出向させて頂いております、白山石川ロータリー

クラブ松田 和仁と申します。本年度どうぞ宜しくお願い致します。

担当は青少年奉仕部門を仰せつかりました。今年度においては、よう

やく新型コロナウイルス感染症の位置づけも５類感染症と移行し、各

プログラムや地区の活動も本来に戻りつつあるように感じております。

地区副幹事（財団担当）拝命いたしました。3度の副幹事研修会に

てその役割を勉強させていただきました。財団委員会がスムーズに運

営できるようにガバナー事務局、あるいは地区委員長に副委員長はじ

め委員の皆様とコミュニケーションをとり、そして地区内各クラブ様

や地区委員会が納得できる奉仕活動が出来ますようにと励んでまいり

ます。

松田 和仁（白山石川RC）

分からない事ばかりですが、地区の活動に少しでもお役に立ちますよう微力ながら縁の下の力持ちと

して励んで行けたらと思っております。

また、今年度のテーマの「『ロータリー』の魅力を広めよう」とありますように、ガバナー公式訪問

に同行させて頂き、各クラブの良き伝統や活動を吸収してロータリーの魅力を発信出来る様に心がけて

いきたいと思います。

最後になりますが私自身、地区での仕事は初めてになります。これを機にロータリーの事を少しでも

理解を深め、また他クラブの会員の方々と交流が図れればと思います。皆様のご指導ご鞭撻のほど宜し

くお願い致します。

村中 高次郎（河北南RC）

財団担当ということで財団委員会の勉強を懸命にしております。補助金の種類に用途、実例に計画、

寄付金に歴史他そして委員会の活動です。毎日毎週一つずつ知っていくのだと楽しんでおりますが、ま

だ言うほど余裕はございません。それでも、段々と財団地区青山委員長との会話が楽しめるようになっ

て来ましたのは嬉しい限り。原ガバナー年度、懸命についていき活動致しますので、どうかよろしくお

願いいたします。

青少年奉仕部門 地区副幹事

ロータリー財団部門 地区副幹事
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地区幹事・副幹事ご挨拶

この度地区副幹事として、米山記念奨学会部門を担当させていた

だくこととなりました。昨年は米山奨学生のカウンセラーとして、

若き未来ある奨学生を支援する機会に恵まれました。この機会は私

にとって非常に有意義であり、自己の成長の場となりました。

今回、私の所属する白山ロータリークラブから原勉ガバナーが誕

藤田 智樹（白山RC）

生したことは、私にとって大きな喜びであり、同時に責任と使命感を強く感じています。原ガバナーと

共に、私たちの地区のロータリーに自分がどのように貢献できるかを考え行動していきたいと思います。

また、私が担当する米山記念奨学会部門においても、奨学生たちの成長と地区クラブの発展に寄与して

いきたいと思います。

分からないことばかりですので、皆様のご助言やご指導をいただければと思います。1年間どうぞよ

ろしくお願い申し上げます。

ロータリー米山記念奨学会部門 地区副幹事
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白山一里野音楽祭2023

ポリオ根絶キャンペーン

30年以上も続いている白山一里野音楽祭。白山市

と北陸放送が主催で、今年は4年ぶりの制限のない開

催でした。約5,000人の観衆が水曜日のカンパネラや

かしゆり58の音楽やMCを楽しまれたとのことです。

8月6日（日）に開催されたこの音楽祭で、2610地

区としてポリオ根絶を訴えるブースを構えるという

こととなり、私はポリオ根絶キャンペーン実行委員

長を仰せつかりました。

青山 和也
ポリオ根絶キャンペーン実行委員会 委員長

富山みらいRC

ロータリーの長年の願いであるポリオ根絶を訴えることはもちろん、「ポリオ根絶啓蒙活動を通して

ロータリーの公共イメージ向上」「ポリオプラス基金寄付のための募金活動」「ロータリアンとロー

ターアクターとの交流」も今回のプロジェクトのねらいとなっています。

当日は、原ガバナーはもちろん、八塚パストガバナー、神野パストガバナー、宮本地区幹事、中村地

区財務委員長（地区公共イメージ副委員長）、キャンペーンの準備から手伝ってくれた中島さん（金沢

RC）、渋谷さん（富山みらいRC）、中井さん（富山みらいRC）、尾山さん（富山みらいRC）のほか、

ローターアクト地区代表の礪波さんの呼びかけで6人のローターアクターが駆けつけてくれました。お

そろいの赤いTシャツを身につけ、酷暑の中、来場者にロータリーとポリオ根絶について説明しながら

「End Polio Now」の印刷された赤いうちわを手渡したり、募金を促したりと精力的に活動してくれま

した。白山RCさんに提供していただいた鉛筆セット、ノートブック、傘に「End Polio Now」のシー

ルを貼り、ブースに来てくれた方にお渡しもしました。小さな子供もブースまで足を運んでくれて、原

ガバナー夫人と赤い「End Polio Now」の衣装をまとった愛犬と戯れている様子は大変微笑ましかった

です。

ロータリアンとローターアクターが協

力しポリオ根絶を訴え、多くの方にロー

タリーの活動を知っていただきました。

また、約60名の方に募金をしていただき、

総額は36,328円となりました。どのよう

なイベントかわからないまま6月末から準

備を進めていましたが、目的は十分達成

できたのではないでしょうか。

この音楽祭の様子は、9月2日（土）

15:00～16:00に北陸放送で放映予定です。

是非、ご覧ください。

白山一里野音楽祭ポリオ根絶キャンペーン
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委員会報告

2023年7月1日土曜日午前に地区委員会を開催し、

午後からはクラブ委員長会議を、石川県地場振興セ

ンターにて実施いたしました。

午前の委員会では、2023-2024年度の運営方針と

して3本柱を提示。

・留学希望の学生には、安全・安心を届ける（渡

航先の情報提供を行う）。

・帰国留学生から留学前と留学後の生の声を届け

る（動画で提供）。

・委員の負担にならない委員会活動を目指す（事

務処理の軽減化）。

その他の議事としては、年間20の活動行事の役割

分担を決定し、コロナ禍で延期されていたベルギー

短期留学（8月5日から再開されるに派遣）について

説明を行うと同時に今後のスケジュール調整を行い

ました。

今後のベルギー短期留学予定は、本年度（派遣）

次年度（受入）次次年度を（派遣）とすることを確

認し、午後のクラブ委員長会議にて発表致しました。

また、今後の懸案事項として、ジェンダーレスの学

生受け入れについて議題にあがり、受入クラブ・ホ

ストファミリー・受入する高等学校の承諾の必要性

等が懸念されます。先ず委員会としては、クラブへ

の意識調査から始めていくと致しました。

この他には、年間4～5回実施のオリエンテーショ

ンの危機管理に関わる注意事項・重要事項記載の改

善を図る事と致しました。

午後からのクラブ委員長会議では、委員会活動の

現状についてや、16歳の青少年が留学を決断した経

緯をお話ししながら、「留学の有用性」「留学生の

派遣について」「留学生の受入について」「ベル

ギー短期留学について」を説明。また、2019-20に

長期交換留学プログラムでカナダ留学を経験した女

子高生からの熱いメッセージとして、留学で得た事

をＤＶＤで紹介致しました。

2610地区は、ロータリアンの子弟を優先的に派遣

しています。受入、派遣に係わらず留学に興味があ

る方は地区委員会に相談して下さい。お待ちしてお

ります。

安川 弘哲富山中RC

国際青少年交換委員会 委員長

第1回地区国際青少年交換委員会



７月８日(土)に石川県地場産業振興センター研修室

にて、原ガバナー、大橋ガバナーエレクトにご臨席

いただき、地区公共イメージ委員長会議を開催しま

した。当日は地区内６４クラブから公共イメージ委

員会に関わる方々４４名のご参加をいただきました。

昨年度の委員長会議では、陰徳の考えを忘れて、

各クラブの取り組みをインスタグラムやフェイブッ

ク等のSNS（ソーシャルネットワークサービス）を利

用して「自分が所属するクラブの活動や例会風景を

発信して欲しい」と、お願いを致しました。

本年度の委員長会議 第一部ではSNS活用事例紹介

及び委員会活動願いと題し、昨年度１年間を通じて

所属クラブの取り組みや例会風景をフェイスブック

で発信し続けたクラブとインスタグラムで発信し続

けた２クラブの事例紹介とメリット・デメリットを

紹介いたしました。本年度は、更に一歩踏み込んで

「#ROTARY_INTERNATIONAL_DISTRICT_2610」と

「#国際ロータリー第2610地区」の二つの＃（ハッシ

ュタグ）をつけてSNSに投稿をして欲しいと投稿例を

挙げてお願いを致しました。

本年度より地区のホームページも新たに仕様を変

更した事、各クラブの例会や取組を、＃付きでSNSに

投稿すると自動的に地区のホームページに反映させ

られる機能も付ける事が可能ですと説明もいたしま

した。しかしながら、その機能を活用するには、各

クラブが＃付きでクラブの取り組みを投稿しないと

意味をなさないので、現時点では保留となっていま

す。と紹介をさせて頂きました。

一部の締めといたしまして、原勉ガバナーのメッ

セージ「ロータリーの魅力を広めよう！」が実現で

きルようにご協力をお願いして閉めました。

第二部では、今後の公共イメージに関係する事業

と取り組み紹介と題し、・日本のロータリー（

Zone1b.2&3)のポータルサイト活用方法等の説明と

ロータリーのロゴの大切さや間違った使い方の例な

どを神野正博副ガバナー兼公共イメージ部門カウン

セラーに解説をして頂きました。また一新されたホ

ームページを中村英一公共イメージ副委員長よりご

紹介していただきました。最後にエンドポリオキャ

ンペーン事業について青山和也ロータリー財団委員

長より、ロータリー財団とポリオプラスを交えた説

明を細かく丁寧にしていただきました。

白山一里野音楽祭では、第2610地区が協賛しポリ

オ根絶ブースを設置して、ポリオ根絶推進活動を実

施する報告をお話しいただきました。

内容といたしましては、ローターアクトの皆さん

に手伝ってもらい、募金活動（ポリオプラスへ寄付

）やポリオ根絶推進啓蒙活動（チラシの配布やSNS等

を利用した啓蒙活動）を行う予定との事です。

また、参加者には、日本のロータリー（Zone1b.2&3)

のポータルサイトを利用して２０２３世界ポリオデ

ーフォトコンテストに投稿し、白山一里野音楽祭の

来場者だけでなく、より多くの人々にポリオ根絶の

大切さを広げてもらいたいのと事でした。

２部の最後といたしまして、「ポリオ根絶推進活

動を通してロータリーの魅力を広めよう」と締めら

れました。

最後に質問の場を設けたところ、今回の会議で使

用した資料が欲しいという要望がございました。す

ぐさま対応していただき、地区ホームページでもご

覧になれるようになっております。ご活用いただき、

理解を深めて頂けたらと思います。
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角谷 健司能美RC

公共イメージ委員会 委員長

公共イメージ委員長会議の開催報告



7/9に開かれた一回目の委員会についてご報告い

たします。

原 勉ガバナー様、小山 英一ノミニー様、黒川 伸

一カウンセラー様には、お忙しい中でのご参加あり

がとうございました。原ガバナー様・小山ノミニー

様にご挨拶いただき、自己紹介を皮切りにワイワイ

と以下の事柄を話し合いました。

➀ 昨年度のアンケート内容を説明。今期はガバ

ナー補佐訪問時にお願いし、地区内、国内、海外交

流クラブ、海外奉仕支援の参加などタイムリーに応

対する。アンケートの内容を絞り今年度の活動を明

確にする。

② クラブ単独で行っている海外支援が、地区合

同支援になりえないかを打診しよう。財団地区補助

金にグローバル補助金を活用しよう。

③ 他の委員会との連携がとても重要と考え、合

同委員会をお願いする。知識の共有はとても必要と

感じ、9/2のクラブ委員長会議は財団委員会と合同

会議として開催することを説明する。

④ 米山、ロータリー世界大会などへの参加は、

国際奉仕委員会活動やロータリアンにとって得るも

のがある。シンガポール大会及びガバナーナイトへ

の参加促しを提案する。米山学友会のある国との友

好クラブを推奨する。

⑤ 各担当を決め負担のかからないようにやって

いく。コツコツとそれでいて確実に国際奉仕の輪を

広げましょう、各クラブの交流サークルと委員を募

集する。

最後は黒川カウンセラー様に閉めていただき、今

期の一回委員会となりました。ありがとうございま

した。
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村中 高次郎河北南RC

国際奉仕小委員会 委員長

国際奉仕小委員会報告
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さる7月22日土曜日10時より第一回職業奉仕小委

員会を石川県地場産業振興センター会議室で開催い

たしました。当日は、原ガバナー、黒川カウンセ

ラー、大橋エレクト、オブザーバー参加で小山ガバ

ナーノミニーにご臨席いただき、西川副幹事と委員

会メンバー7名の12名で行いました。

「職業奉仕小委員会」では昨年より取り組み始め

た入会歴の浅い会員がロータリークラブのことを、

ご自身が所属しているクラブのことを、より理解で

きるような取り組みを各クラブで行っていただける

ような勉強会を実施しています。

今年度は、64クラブそれぞれが創設からこれまで

にどのような職業奉仕活動を行ってきたかを会員み

んなで話をしてもらえるような勉強会を実施してい

ただきたいと思っています。

今回は、今年度の方針を委員会内で共有いたしまし

た。

委員会メンバーの自己紹介では、各自の職業奉仕

観やクラブ内でも取り組みなども積極的に話をいた

だきました。新しく加わっていただきました委員も

おられることあり、昨年度に実施しましたアンケー

ト結果の報告も行いました。回答いただいた90％以

上のクラブから「他クラブがどんな活動を行ってい

るかを知りたい」との結果もでており、ご自身のク

ラブでの活動以外を知ることを求めていることも共

有しました。

今年度も職業奉仕小委員会では、難しいと言われ

ることが多い職業奉仕について、できるだけ身近に

感じてもらい、ロータリークラブや職業奉仕につい

て尋ねられた時に、気軽に答えられるようになって

いただきたいと思っております。

委員会の最後には、黒川カウンセラー、大橋エレ

クト、小山ガバナーノミニーから感想もいただきま

した。

10月7日には、第一回クラブ委員長会議を開催い

たします。そこでは、他クラブの取り組みの共有を

はじめ、ご参加いただく委員長の皆さまの職業奉仕

観についてディスカッション形式で意見交換を行い

ます。

石橋 孝史富山中RC

職業奉仕小委員会 委員長

第一回職業奉仕小委員会報告
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７月２５日㈫に第１回社会奉仕小委員会を開催さ

せていただきました。

この度のテーマは思い切って、活動視点の変化を提

案させていただきました。前期の委員会時に黒川ガ

バナーからもアドバイスを頂戴したうえで、今期の

委員会にて提案させていただきました。

内容は、未来を担う若者たちに大きな影響がある

「中学校の部活民間移行について」です。

従来の、街中の美化や清掃活動を中心に活動をし

てまいりました委員会からは

全く異なる視点となりますので、黒川アドバイザー、

原ガバナーと委員の皆さまから熱い議論を頂戴しま

した。

その後の懇親会の席でも意見は活発に続き、ご出

席の皆さまに感謝申しあげます。

今後、各クラブの皆さまに意義やコンセプトをご

理解いただくためには、今期・来期の中期スパンで

進めていくことも大切とのアドバイスもいただきま

した。

今後は慎重に進めてまいりたいと考えております

ので、皆さまからのご指導とご意見を頂けましたら

幸いです。

これからもよろしくお願い申しあげます。

中野 秀光金沢みなとRC

社会奉仕小委員会 委員長

今期の社会奉仕小委員会活動について

８月１８日（金）ガバナー事務所において、黒川

パストガバナーそして青山財団委員長から、２０２

２－２３年度の財団委員会の事業活動に関しての報

告を受けました。事前に財団監査委員会メンバーの

中村委員と山田委員から伺った指摘事項もしっかり

と反映されておりました。あらためて確認した関係

書類等の監査結果をお伝えさせて頂きました。内容

に問題はなく、適切に正確に対応されておりました

ことを、このガバナー月信の場をお借りしてご報告

させて頂きたいと思います。

コロナ後を見据えた財団委員会の活動に関しても、

いろいろ検討されていることが理解できました。

焦らずに１つ１つ着実に前進されていくこと、そし

てＤＤＦがロータリー活動の一助になることを、心

から祈念して筆を置かせて頂きます。

中村 哲郎金沢RC

ロータリー財団監査委員会 委員長

ロータリー財団監査委員会報告



2023年7月29日（土）、金城楼にて第1回地区

ロータリー財団委員会を原ガバナー、宮本地区幹事

にご臨席いただき開催しました。原ガバナーのご挨

拶に続き、各種報告や確認を行いました。

まず、地区補助金の申請限度額の算出方法を変更

した件を確認しました。従来は、「3年前の年次基

金の35%」を申請限度額としておりましたが、今年

度の地区補助金申請からは、「3年前の年次基金の

30%＋300ドル」と変更しました。これは会員数の

少ないクラブでも地区補助金を有効に使っていただ

くことがねらいです。また、グローバル補助金奨学

金については、石川・富山の医系3大学と2610地区

との覚書により、毎年持ち回りでお一人推薦してい

ただいています。支給限度額は年間30,000ドルでし

たが、近年の海外の物価上昇により昨年度から

50,000ドルとしました。これにより、志願者が増え

ることが期待でき、留学先ではより研究に集中して

いただけることと思います。

DDFの有効活用に関しては、グローバル補助金プ

ロジェクトをどのように推進するか確認しました。

今年度は、国際奉仕プロジェクトを立ち上げグロー

バル補助金の利用を検討していただくきっかけとし

ていただくことを目的として、9月2日に「国際奉

仕・ロータリー財団合同クラブ委員長会議」を開催

します。また、グローバル補助金利用条件の変更を

検討したいと考えています。

その他、ロータリーカードの利用推進、My 

Rotaryの登録推進、ポリオプラスソサエティ

（PPS）について、ポリオデーフォトコンテストに

ついて、など様々な課題等を確認しました。

最後に、10月21日、22日に開催される今年度の

地区大会では、ポリオ根絶キャンペーンを行うこと

を確認し、閉会いたしました。
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青山 和也富山みらいRC

第１回地区ロータリー財団委員会 委員長

第1回地区ロータリー財団委員会



ロータリー・リーダーシップ研究会（ＲＬＩ）は

今期で7年目を迎えます。これまでにパートⅠ・Ⅱ・

Ⅲに参加されたロータリアンの皆さんは延べ約６０

０になります。多くの参加者の皆さんに勉強になっ

たと感想を述べていただきました。

このＲＬＩはＲＩが打ち出した方針「トレーニン

グからラーニングへ」を手法として取り入れていま

す。参加者に情報や知識を与えるトレーニングでは

なく、参加者が自ら学び吸収するラーニングという

教育手法です。このラーニングによってロータリー

を学び、世代や経験を超えて話し合い、これからの

ロータリーを展望することを目指しています。その

話し合いをスムーズに進めていくのがＲＬＩ委員会

の委員であり、ファシリテーターと呼びます。

今年度に入りＲＬＩ日本支部よりファシリテー

ターのためのガイドブックが出版されました。現在、

このガイドブックを学び、さらなるステップアップ

を目指して委員会等で準備をしています。今まで以

上の高いポテンシャルを発揮できるＲＬＩになるの

ではないかと期待をしています。

最後に会長エレクトや将来クラブで指導者となる

可能性のあるロータリアンに出席を奨励しています。

ロータリー歴が浅くとも、ロータリーに強く関心を

持ち、クラブ外の広いロータリーの世界に触れる準

備ができている人が理想です。

ぜひ、多くのロータリアンの皆さんに参加して頂

きますよう、お待ち申し上げます。
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八木 良彦白山RC

RLI委員会 委員長RLIで世代や経験を超えて

ロータリーを話し合おう！
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国際ロータリー第2610地区 2022-23年度 決算報告書

前年度繰越（Ａ） 期間総収入（Ｂ） 期間総支出（Ｃ） 次期繰越（Ａ+Ｂ-Ｃ）

一般会計 20,432,379 19,549,917 14,031,902 25,950,394

国際青少年交換委員会 6,135,583 5,475,800 11,611,383 0

ＲＩ規定審議会議員派遣費 768,800 246,500 0 1,015,300

地区特別基金 6,533,188 5,427,222 4,196,475 7,763,935

計 33,869,950 30,699,439 29,839,760 34,729,629

地区ロータリー米山記念奨学金 0 1,936,273 1,936,273 0

ロータリー財団地区補助金 0 9,810,743 9,810,743 0

ロータリー財団グローバル補助金 0 6,800,000 6,800,000 0

ガバナー・ガバナーエレクト合同事務所 0 14,863,014 14,863,014 0

計 0 33,410,030 33,410,030 0

合　　　　計 33,869,950 64,109,469 63,249,790 34,729,629

項　　　　目

【地区資金収支総括表】

【一般会計】

（単位：円）

2022年7月1日～2023年6月30日

■収入の部 （単位：円）

21-22執行額 22-23予算額 22-23執行額 予算差額 執行率 摘　　　　要

2,544 2,650 2,513 △ 137 94.8% 22/7/1現在2,465名、23/1/1現在2,513名

18,132,504 15,000,000 20,432,379 5,432,379

12,025,380 12,720,000 11,870,850 △ 849,150 93.3%

10,299,990 10,825,250 10,167,205 △ 658,045 93.9% 上：@2,050×2,465  下：@2,035×2,513

504,000 530,000 497,800 △ 32,200 93.9% 上：  @100×2,465  下：  @100×2,513

504,000 530,000 497,800 △ 32,200 93.9% 上：  @100×2,465  下：  @100×2,513

38,160 39,750 37,695 △ 2,055 94.8% 　　　　　　　　　   下：    @15×2,513

504,300 530,000 497,800 △ 32,200 93.9% 上：  @100×2,465  下：  @100×2,513

174,930 265,000 172,550 △ 92,450 65.1% 上：    @70×2,465

109,900 600,000 212,000 △ 388,000 35.3%

86,910 0 287 287 利息

1,188,681

7,466,780 7,466,780

31,543,375 28,320,000 39,982,296 11,662,296 141.2%

RLI受講料

雑収入

米山記念奨学会委員会戻入

国際青少年交換委員会戻入

収入   計(A)

ロータリー文庫拠出金

ガバナー会運営協力金

平和奨学生支援金

RIJYEM維持協力金

YPLI保険金

科　　　目

地区会員数

前期繰越金

地区資金

地区資金人頭賦課金
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国際ロータリー第2610地区 2022-23年度 決算報告書

【一般会計】

（単位：円）

2022年7月1日～2023年6月30日

■支出の部

21-22執行額 22-23予算額 22-23執行額 予算差額 執行率 摘 要

657,887 1,700,000 249,052 1,450,948 14.7%

613,228 736,191 736,191 0 100.0% 予備費136,191円流用

会議費 613,228 736,191 地区チーム研修セミナー費を当科目に計上

懇親会費 0 0

0 1,400,000 336,831 1,063,169 24.1%

304,365 700,000 687,508 12,492 98.2%

400,000 900,000 700,000 200,000 77.8% @100,000×7

577,000 1,110,000 1,110,000 0 100.0% 予備費360,000円流用

登録費 421,000 862,000 全国会議が対面で再開されるに伴い支出増

旅費・交通費 156,000 248,000 同上

846,905 1,380,000 975,920 404,080 70.7%

会議費（G補佐） 78,905 207,920

旅費・交通費 0 0

ガバナー補佐費 768,000 768,000

0 455,000 428,700 26,300 94.2%

会議費 0 428,700

旅費・交通費 0 0

701,400 800,000 135,329 667,421 16.9%

会議費 101,400 0 132,579

地区会計事務費 600,000 2,750

0 150,000 0 150,000 0.0%

10,000 70,000 0 70,000 0.0%

会議費 10,000 0

旅費・交通費 0 0

225,473 1,750,000 155,720 1,594,280 8.9%

事業費 146,373 155,720

会議費 79,100 0

20,900 100,000 36,817 63,183 36.8%

事業費 0 0

会議費 20,900 36,817

旅費・交通費 0 0

0 3,000 0 3,000 0.0%

0 750,000 164,080 585,920 21.9%

事業費 88,680

会議費 75,400

266,200 453,584 453,584 0 100.0% 予備費28,584円流用

事業費 16,500 0 200,000 日経新聞の広告（ポリオ・デイ）掲載に協賛

会議費 0 0 46,784

旅費・交通費 0 0 0

ホームページ維持管理費 190,300 0 206,800

ホームページ更新費 59,400 0 0

0 0 0

会員拡大増強委員会

表彰委員会

ロータリー情報・立法研究委員会

公共イメージ委員会

雑誌委員会

地区諮問・指名委員会

地区財務・監査委員会

戦略計画策定特別委員会

危機管理委員会

RLI委員会費

地区研修・協議会

会長エレクト研修会セミナー

IM（都市連合会補助金）

パストガバナー・ガバナー補佐全国会議費

地区役員会費

科 目

地区大会分担金

指導者教育セミナー
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【一般会計】

（単位：円）

2022年7月1日～2023年6月30日

■支出の部

21-22執行額 22-23予算額 22-23執行額 予算差額 執行率 摘　　　　要科　　　目

528,368 182,000 99,569 82,431 54.7%

438,368 120,000 99,569 20,431 83.0%

事業費 151,800 0 0

会議費 182,568 99,569

旅費・交通費 104,000 0

0 0 0

事業費 0 0

会議費 0 0

旅費・交通費 0 0

90,000 62,000 0 62,000 0.0%

事業費 0 40,000 0 40,000 0.0%

会議費 90,000 22,000 0 22,000 0.0%

旅費・交通費 0 0 0

25,137 0 0 0

1,000,000 1,090,000 1,006,526 83,474 92.3%

事業費 1,000,000 1,006,526

委員会費 0 0

会議費 0 0

旅費交通費 0 0

446,901 2,827,770 2,827,770 0 100.0% 予備費427,770円流用

事業費 15,000 0 2,345,888 海外研修費の物価高による増

年次大会補助金 300,000 0 300,000

地区協議会補助金 100,000 0 100,000

委員会費 31,901 0 81,882

会議費 31,901 0 71,882

旅費交通費 0 0 0

雑費 0 10,000

ロータリー財団委員会 114,296 680,000 386,995 293,005 56.9%

事業費 180,000 45,540

会議費 114,296 500,000 276,905 223,095 55.4%

旅費・交通費 0 0 60,000

通信・運搬費 4,550

94,285 95,000 94,285 715 99.2%

85,022 20,000 0 20,000 0.0%

R財団監査委員会 0 20,000 0 20,000 0.0%

504,300 530,000 497,800 32,200 93.9% 上：@100×2,465、 下：@100×2,513

504,300 530,000 497,800 32,200 93.9% 上：@100×2,465、 下：@100×2,513

平和奨学生支援金 38,160 39,750 37,695 2,055 94.8% 下：@15×2,513

RIJYEM維持協力金 509,300 530,000 497,800 32,200 93.9% 上：@100×2,465、 下：@100×2,513

1,550,000 892,700 511,270 381,430 57.3%

0 0 0 0

180,110 265,000 179,620 85,380 67.8% @70×2,566

0 1,000,000 1,017,195 △ 17,195

0 0 9,955 △ 9,955

支払手数料 0 0 197,890 △ 197,890

0 8,112,550 8,112,550

△ 952,545 △ 952,545

11,284,703 28,320,000 14,031,902 14,288,098 49.5%

20,432,379 0 25,950,394

指導者教育セミナー費136,191円、全国会議費360,000

円、公共イメージ委員会費28,584円、インターアクト

委員会費427,770円

通信費

支出 計（B)

次期繰越金（A）－（B）

予備費

ガバナー会運営協力金

地区米山奨学会特別会計繰入

地区特別基金会計繰入

YPLI保険加入金

ガバナー事務所会計へ繰入

ローターアクト委員会

インターアクト委員会

保管料

雑費

ロータリー文庫拠出金

奉仕プロジェクト委員会

職業奉仕小委員会

社会奉仕小委員会

国際奉仕小委員会

国際青少年交換委員会



21-22執行額 22-23予算額 22-23執行額 増減 執行率 摘　　　　要

0 2,100,000 2,100,000 0 100.0% 予備費300,000円流用

クラブ助成金 0 840,000 840,000 0 100.0%

生徒補助金 0 1,260,000 1,260,000 0 100.0%

0 0 0 0

60,286 1,910,322 1,910,322 0 100.0% 予備費914,322円流用

委員長会議費 0 103,000 103,000 0 100.0%

オリエンテーション費 60,286 843,922 843,922 0 100.0%

応募前学生説明会 0 0 0 0

ウィークエンド 0 0 0

受入学生修学旅行費 372,400 372,400 0 100.0%

研修会参加費 0 168,000 168,000 0 100.0%

受入学生出迎え支援費 363,000 363,000 0 100.0%

帰国報告書 0 0 0 0

事務委託費 0 60,000 60,000 0 100.0%

0 50,000 18,646 31,354 37.3%

90,000 95,000 40,000 55,000 42.1%

24,000 120,000 45,940 74,060 38.3%

会議費 24,000 120,000 45,940 74,060 38.3%

旅費交通費 0 0 0 0

支払手数料 0 1,705 △ 1,705

4,840 0 27,990 △ 27,990

8,769,000 8,769,000

-1,214,322 △ 1,214,322

一般会計へ戻入 7,466,780 △ 7,466,780

179,126 11,830,000 11,611,383 218,617

6,135,583 0 0 0

長期交換学生受入費300,000円、

事業費914,322円
予備費

ホームページ維持管理費

委員会費

雑費

支出  計(B)

次期繰越金（A)-(B)

科　　　目

長期交換学生受入費

短期交換学生受入費

事業費

通信費

会計報告
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【特別会計】

（単位：円）

2022年7月1日～2023年6月30日

■国際青少年交換委員会特別会計 収入の部

（単位：円）
■国際青少年交換委員会特別会計 支出の部

21-22執行額 22-23予算額 22-23執行額 増減 執行率 摘　　　　要

767,409 6,000,000 6,135,583 135,583 102.3%

5,547,300 5,830,000 5,475,800 △ 354,200 93.9% 上：@1,100×2465  下：@1,100×2513

6,314,709 11,830,000 11,611,383 △ 218,617

科　　　目

前期繰越金

一般会計より繰入

収入   計(A)



21-22執行額 22-23予算額 22-23執行額 予算差額 執行率 摘　　　　要

86,416 20,000 0 20,000 0.0%

86,416 20,000 0 20,000 0.0%

0 0 0 0

866,838 2,280,000 1,694,413 585,587 74.3%

0 0 79,014 △ 79,014

729,697 0 157,566 △ 157,566

1,188,681 0 0 0

0 5,280 △ 5,280

11,880 6,200 0 6,200 0.0%

2,883,512 2,306,200 1,936,273 369,927 84.0%

168,500 0 0 0

支払手数料

雑費

支出  計(B)

次期繰越金（A)-(B)

旅費交通費

事業費

通信費

事務局費

参加費戻し

科　　　目

委員会費

会議費

会計報告
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【特別会計】

（単位：円）

2022年7月1日～2023年6月30日

■米山奨学会委員会特別会計 収入の部

（単位：円）
■米山奨学会委員会特別会計 支出の部

21-22執行額 22-23予算額 22-23執行額 予算差額 執行率 摘　　　　要

1,502,000 1,413,500 1,425,000 11,500 100.8%

1,550,000 892,700 511,270 △ 381,430 57.3%

0 0 0 0

12 0 3 3

3,052,012 2,306,200 1,936,273 △ 369,927収入   計(A)

科　　　目

奨学会交付金

一般会計より繰入

研修費（各クラブから）

雑収入

21-22執行額 22-23予算額 22-23執行額 予算差額 執行率 摘　　　　要

518,900 768,800 768,800 0 100.0%

249,900 265,000 246,500 △ 18,500 93.0% @100×2,465

768,800 1,033,800 1,015,300 △ 18,500 98.2%

前期繰越金

RI規定審議会議員派遣費

収入   計(A)

科　　　目

21-22執行額 22-23予算額 22-23執行額 予算差額 執行率 摘　　　　要

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

768,800 1,033,800 1,015,300 △ 18,500 98.2%

旅費交通費

雑費

支出  計(B)

次期繰越金（A)-(B)

科　　　目

（単位：円）
■RI規定審議会議員派遣費特別会計 収入の部

（単位：円）
■ RI規定審議会議員派遣費特別会計 支出の部
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【特別会計】

2022年7月1日～2023年6月30日

（単位：円）
■地区特別基金会計 収入の部

21-22執行額 22-23予算額 22-23執行額 予算差額 執行率 摘　　　　要

6,533,188 6,533,188 6,533,188 0 100.0%

0 0 0 0

4,003,500 0 4,012,729 4,012,729

地区大会会計剰余金繰入 0 1,414,493 1,414,493 地区大会剰余金

10,536,688 6,533,188 11,960,410 5,427,222 183.1%

前期繰越金

一般会計より繰入

特別会計寄付受入収入

収入   計(A)

科　　　目

（単位：円）■地区特別基金会計 支出の部

21-22執行額 22-23予算額 22-23執行額 予算差額 執行率 摘　　　　要

2,709,000 0 4,196,475 4,196,475

トルコ・シリア大地震に対する緊急支援金

2,600,000

珠洲地震災害支援金 1,596,475

4,003,500 0 4,196,475 4,196,475

6,533,188 6,533,188 7,763,935 1,230,747 118.8%

科　　　目

寄附金

支出  計(B)

次期繰越金（A)-(B)

（単位：円）■ロータリー財団地区補助金特別会計 収入の部

21-22執行額 22-23予算額 22-23執行額 予算差額 執行率 摘　　　　要

8,684,830 0 9,272,616 9,272,616

538,127 515,403

8,684,830 0 9,810,743 9,810,743

ロータリー財団交付金

補助金戻し（クラブから）

収入   計(A)

科　　　目

（単位：円）
■ロータリー財団地区補助金特別会計 支出の部

21-22執行額 22-23予算額 22-23執行額 予算差額 執行率 摘　　　　要

7,112,490 0 7,511,332 7,511,332

3,015,143 0 2,299,411 2,299,411

28,050 0 0 0

10,155,683 0 9,810,743 9,810,743

補助金（各クラブへ）

補助金（Ｒ財団へ返金）

雑費

支出　計（B)

科　　　目

21-22執行額 22-23予算額 22-23執行額 予算差額 執行率 摘　　　　要

0 6,800,000 6,800,000

0 0

0 0 6,800,000 6,800,000

0 0 0 0次期繰越金（A)-(B)

科　　　目

グローバル補助金（奨学生へ）

補助金（Ｒ財団へ返金）

支出　計（B)

（単位：円）■ロータリー財団グローバル補助金特別会計 支出の部

21-22執行額 22-23予算額 22-23執行額 予算差額 執行率 摘　　　　要

0 6,800,000 6,800,000

0 6,800,000 6,800,000

科　　　目

前期繰越金

ロータリー財団交付金

グローバル補助金の返金

収入   計(A)

（単位：円）■ロータリー財団グローバル補助金特別会計 収入の部
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【ガバナー事務所会計】

2022年7月1日～2023年6月30日

（単位：円）
■収入の部

（単位：円）■支出の部

21-22執行額 22-23予算額 22-23執行額 予算差額 執行率 摘　　　　要

2,650 2,650 2,465 △ 185

2,000,000 1,000,000 1,017,195 17,195

1,315,392 1,391,845 1,391,845 0 国際ロータリー日本事務局

12,607,500 6,625,000 6,162,500 △ 462,500 93.0% @2,500×2,465（前期）

6,625,000 6,282,500 △ 342,500 94.8% @2,500×2,513（後期）

1,631,984 0 0 0

18 0 8,974 8,974

17,554,894 15,641,845 14,863,014 △ 778,831

地区人頭賦課金

雑収入

収入計（A)

科　　　目

地区会員数

一般会計から繰入

RI交付金

G所属クラブより支援金

21-22執行額 22-23予算額 22-23執行額 予算差額 執行率 摘　　　　要

550,000 899,800 899,800 0 100.0%

16,446,398 12,611,049 12,611,049 0 100.0%

532,262 715,577 715,577 0 100.0%

6,450,000 9,633,542 9,633,542 0 100.0%

297,534 1,534,323 1,534,323 0 100.0%

245,041 575,607 575,607 0 100.0%

0 152,000 152,000 0 100.0%

634,727

8,286,834

505,090 512,000 512,000 0 100.0%

0 65,000 65,000 0 100.0%

30,000 251,910 251,910 0 100.0%

6,160 245,975 245,975 0 100.0%

0 250,000 250,000 0 100.0% 各クラブ周年事業御祝儀

0 27,280 27,280 0 100.0%

17,246 778,831 0 778,831

17,554,894 15,641,845 14,863,014 778,831 95.0%

0 0 0次年度繰越金（A）-(B)

雑費

寄付金

支払手数料

予備費

支出計（B)

その他

ガバナーエレクト事務所費

公式訪問経費

他地区地区大会参加費

研修費

家賃・水道光熱費

人件費

消耗品費

通信費

旅費交通費

科　　　目

ガバナー月信費

ガバナー事務所費
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財産目録・未評価財産目録・監査報告書

（単位：円）

科　　　　目 銀　　行 口座番号 残　　高

普通預金 北陸銀行新神田支店 6082245 27,075,828

前渡金 103,020

立替金 561,954

未払金 △ 775,108

地区特別基金特別会計

普通預金 北陸銀行新神田支店 6082218 7,763,935

地区米山奨学会委員会特別会計

普通預金 北陸銀行新神田支店 6082183 381,430

未払金 △ 381,430

ロータリー財団地区補助金特別会計

普通預金 北陸銀行新神田支店 6084562 2,276,687

未収入金 22,724

未払金 △ 2,299,411

ロータリー財団グローバル補助金会計

普通預金 北陸銀行新神田支店 6082209 3,400,000

未払金 △ 3,400,000

ガバナー・ガバナーエレクト合同事務所会計

普通預金 北陸銀行新神田支店 6082236 180,524

未払金 △ 180,524

合　　　　計 34,729,629

一般会計
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収入の部

当初予算 決算 予算差引残高 備考

地区大会分担金 9,750,000 9,613,500 △ 136,500 　3,900円×2465名

地区大会　登録料（会員） 14,300,000 17,641,000 3,341,000 13,000円×1357名

　登録料（家族） 70,000 24,000 △ 46,000 　8,000円×3名

　登録料（米山生、学友会） 45,000 84,000 39,000 　3,000円×28名

　登録料（交換学生） 18,000 18,000 0 　3,000円×6名

　登録料（他地区会員） 130,000 117,000 △ 13,000 13,000円×9名

RI会長晩餐会登録料 1,950,000 2,235,000 285,000 15,000円×149名

雑収入 0 50,000 50,000 祝儀

合　　計 26,263,000 29,782,500 3,519,500

支出の部
総務関係 2,600,000 3,356,051 756,051

式典・本会議関係費 7,700,000 11,292,547 3,592,547

RI会長代理歓迎晩餐会関係費 1,600,000 2,193,884 593,884

大懇親会関係費 8,100,000 9,240,525 1,140,525

地区大会記念事業費（ライトアップ） 2,000,000 2,000,000 0

大会記録作成関係費 285,000 285,000 0

合　　計 22,285,000 28,368,007 6,083,007

※決算額

収入の部 29,782,500円－支出の部 28,368,007円＝剰余金 1,414,493円

剰余金1,414,493円については、地区特別基金特別会計に繰り入れます。
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行事予定（９月・１０月）

2023年8月末日現在

行　事　予　定　 場　所 備考

9月

第2回地区国際奉仕小委員会 10：30～12：30

地区国際奉仕・ロータリー財団合同クラブ委員長会議 13：30～16：00

ロータリー平和フェロー第22期生オリエンテーション・歓迎パーティー 東京学士会館＋Zoom開催 15：00～19：00

３日 （日） 来日交換留学生オリエンテーション リファーレ4階大研修室 13：30～15：30

4・5日 （月・火） ガバナーエレクト研修セミナー(GETS#1) グランドプリンスホテル新高輪

6日 （水） 2024-25年度の地区研修ﾘｰﾀﾞｰのためのｾﾐﾅｰ(DTS) 東京都内

第45回インターアクト年次大会（ホスト校：鵬学園高等学校） 七尾市文化ホール 10：00～15：30

RAC：アクトの日

第２回地区国際青少年交換委員会 菱木工業（株） 11：00～12：00

派遣交換留学生選考会（語学テスト・面接試験）保護者同席 同上 13：30～17：00

地区RLI委員会（研修会） 白山市松任文化会館ピーノ 13：00～17：00

第1回RYLA運営委員会及び地区RYLA委員長合同会議 AP東京八重洲　対面＋Zoom開催 14：00～16：00

20日 （水） 2024-25年度地区大会第4回実行委員会 黒部中央ロータリークラブ会館 15：00～16：30

30日 （土） 第１回地区ロータリー・リーダーシップ研究会 石川県地場産業振興センター 9：00～16：00

未定 第14回RIJYEM常任委員会 名古屋

10月

3日 （火） 金沢北RC創立50周年記念例会、懇親会 ホテル日航金沢 17：00～20：30

５日 （木） 第２回地区会員拡大・増強委員会 小松市内

第2回地区職業奉仕小委員会 金沢市ものづくり会館 10：00～11：30

第1回クラブ職業奉仕委員長会議 金沢市ものづくり会館 13：00～15：00

１４日 （土） 地区ローターアクトクラブ第２回会長幹事会議（ホストクラブ：金沢東RAC）

19・20日 （木・金） 第８回日台ロータリー親善大会 台湾・台北市

21日 (土) 地区大会特別委員会、指導者育成セミナー、RI会長代理歓迎晩餐会 野々市文化会館フォルテ、金沢国際ホテル 　13：00～

22日 （日） 地区大会、大懇親会 野々市文化会館フォルテ、野々市市立野々市小学校 　12：00～

29日 （日） 小矢部RC創立５０周年記念式典 クロスランドおやべ 14：00～19：30

未定 地区国際奉仕　アンケート結果による海外友好クラブ推奨活動他　世界大会のご案内（シンガポール大会）

日時

　　　　　<基本的教育と識字率向上月間 ・ ロータリーの友月間>

2日 （土） ホテル金沢

10日 （日）

　　　　　<経済と地域社会の発展月間 ・ 米山月間>

７日 （土）
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2023年7月末日現在

国際ロータリー第２６１０地区会員報告（２０２３年７月分）

朝 日 20 20 0 2 2 0 河 北 16 16 0 0 0 0

黒 部 9 9 0 4 4 0 河 北 南 29 29 0 2 2 0

黒 部 中 央 24 24 0 4 4 0 金 沢 119 123 4 0 2 2

入 善 4 4 0 0 0 0 金 沢 東 101 101 0 7 7 0

宇 奈 月 23 26 3 1 2 1 金 沢 香 林 坊 104 104 0 0 0 0

魚 津 20 20 0 1 1 0 金 沢 南 48 50 2 3 3 0

魚 津 西 22 23 1 4 4 0 ６ Ｒ Ｃ 417 423 6 12 14 2

７ Ｒ Ｃ 122 126 4 16 17 1 白 山 31 33 2 5 5 0

越 中 八 尾 21 21 0 1 1 0 白 山 石 川 40 39 -1 5 5 0

上 市 21 21 0 4 4 0 金 沢 百 万 石 38 37 -1 14 14 0

立 山 13 13 0 1 1 0 金 沢 北 40 40 0 4 4 0

富 山 96 108 12 3 4 1 金沢みなと 51 51 0 8 8 0

富 山 ｼ ﾃ ｨ ｰ 74 75 1 0 0 0 金 沢 西 40 40 0 7 7 0

富 山 南 54 55 1 0 0 0 野 々 市 41 41 0 6 6 0

富 山 み ら い 74 78 4 11 12 1 ７ Ｒ Ｃ 281 281 0 49 49 0

富 山 中 49 50 1 5 5 0 加 賀 74 76 2 6 6 0

富 山 西 67 66 -1 0 0 0 加 賀 中 央 23 23 0 8 8 0

富 山 大 手 町 46 49 3 5 4 -1 加 賀 白 山 24 25 1 2 2 0

10Ｒ Ｃ 515 536 21 30 31 1 小 松 49 49 0 6 6 0

射 水 33 31 -2 1 1 0 小 松 東 29 31 2 4 4 0

東 と な み 16 16 0 1 1 0 小 松 シ テ ィ 32 32 0 4 4 0

新 湊 40 41 1 2 2 0 能 美 51 51 0 1 1 0

新 湊 中 央 9 9 0 1 1 0 山 中 15 17 2 0 0 0

高 岡 76 77 1 2 2 0 ８ Ｒ Ｃ 297 304 7 31 31 0

高 岡 万 葉 63 63 0 1 2 1 羽 咋 28 27 -1 0 0 0

砺 波 42 46 4 4 4 0 中 能 登 ま ほ ろ ば 12 12 0 0 0 0

７ Ｒ Ｃ 279 283 4 12 13 1 中 島 8 8 0 0 0 0

氷 見 34 35 1 4 4 0 七 尾 42 44 2 0 0 0

氷 見 中 央 14 13 -1 1 1 0 七 尾 み な と 45 45 0 2 2 0

南 砺 41 43 2 2 3 1 志 賀 21 25 4 2 2 0

小 矢 部 38 38 0 4 4 0 富 来 13 13 0 1 1 0

小 矢 部 中 43 43 0 0 0 0 ７ Ｒ Ｃ 169 174 5 5 5 0

高 岡 北 32 32 0 3 3 0 穴 水 12 14 2 2 2 0

高 岡 西 43 43 0 4 4 0 能 都 38 38 0 2 2 0

７ Ｒ Ｃ 245 247 2 18 19 1 珠 洲 17 17 0 0 0 0

内 浦 17 17 0 2 2 0

輪 島 29 29 0 3 2 -1

5  Ｒ Ｃ 113 115 2 9 8 -1

2 2 0 1 1 0

2 2 0 0 0 0

2 10 8 0 0 0

8 8 0 2 2 0

1 2 1 0 0 0

10 13 3 7 9 2

25 37 12 10 12 2

期初

グ

ル

ー

プ

クラブ名
会員数 女性会員 グ

ル

ー

プ

クラブ名
会員数 女性会員

増減期初 月末 増減 期初

増減

増減 期初 月末 増減月末

金 城 大 学

6 Ｒ Ｃ

小 松

月末

富

山

第

１

グ

ル

ー

プ

石

川

第

１

グ

ル

ー

プ

A

石

川

第

１

グ

ル

ー

プ

B

富

山

第

２

グ

ル

ー

プ

石

川

第

２

グ

ル

ー

プ

富

山

第

３

グ

ル

ー

プ

石

川

第

３

グ

ル

ー

プ

富

山

第

４

グ

ル

ー

プ

石

川

第

４

グ

ル

ー

プＲＡＣ名

会員数 女性会員

5
南 砺

砺 波

金 沢 東

金 沢

64ＲＣ合計 2438 2489 51 182 187

期初 月末 増減期初 月末
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R財団 寄付者

R米山記念奨学会 寄付

入会

クラブ 氏　名 日　付

河   北   南 村谷　哲也 6月23日

金沢みなと 山本　哲史 7月31日

ポール・ハリス・フェロー

クラブ 氏　名 日　付 回数

宇  奈  月 四月朔日　丈晴 7月12日 1 回

米山功労者

クラブ 氏  名 日  付

石 田 由 紀 7月  1日

清 水 茂 7月  1日

塚 田 和 伸 7月  1日

魚 津 西 本 多 敏 明 7月  1日

宇 奈 月

入会

クラブ 氏  名 日  付

稲 田 卓 也 7月11日

稲 田 祐 己 7月11日

河 上 森 7月11日

白 川 晴 邦 7月11日

中 村 国 雅 7月11日

松 浦 憲 秀 7月11日

松 波 潤 哉 7月11日

山 﨑 至 7月11日

田 中 悟 史 7月18日

水 谷 和 久 7月18日

新 本 亜 耶 乃 7月25日

庵 栄 伸 7月25日

富山シティー 小 路 晃 7月  3日

雄 谷 秀 次 7月21日

徳 田 剛 光 7月21日

舎 川 智 也 7月  4日

花 崎 の ぞ み 7月  4日

村 杉 真 哉 7月  4日

山 藤 大 輔 7月  4日

富 山 中 寺 崎 聡 7月12日

玉 置 滋 憲 7月  3日

宇 治 橋 和 彦 7月  3日

宇 尾 正 彦 7月31日

江 淵 邦 夫 7月31日

新 湊 横 澤 貴 義 7月  7日

高 岡 茶 谷 修 治 7月27日

高 岡 万 葉 能 作 千 春 7月  7日

北 村 将 人 7月  3日

本 江 哲 7月  3日

吉 田 直 人 7月  3日

余 西 朗 7月  3日

金 嶋 修 7月31日

氷 見 三 國 博 之 7月  1日

石 﨑 雄 世 7月  4日

吉 田 美 花 7月25日

小 杉 佳 世 子 7月12日

小 宮 樹 良 7月12日

谷 永 雄 一 7月12日

出 井 京 子 7月12日

西 島 章 一 7月31日

廣 長 茂 樹 7月31日

久 田 吉 一 7月  4日

鹿 又 敏 明 7月  4日

上 田 良 治 7月  4日

速 水 健 二 7月  4日

富 山

富 山 南

富 山 み ら い

富 山 大 手 町

砺 波

南 砺

金 沢

金 沢 東

金 沢 南

白 山

クラブ 氏　名 日　付

富　   山 田邊　嶽之 7月  7日

メジャードナー

クラブ 氏 名 日 付 回数

河 北 南 粟田 卓二 6月23日 5 回

森岡 篤弘 7月31日 4 回

中野 宏一 7月31日 1 回

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

金沢みなと

クラブ 氏 名 日 付 回数

平木 留里子 7月24日 ５回

森本 孔二 7月24日 ２回

穴 水 舞谷 繁 7月 6日 ２回

富山みらい

米山功労者 マルチプル

クラブ 氏 名 日 付 回数

富 山 田邊 嶽之 7月 7日 18 回

河 北 南 村中 高次郎 7月 4日 15 回

米山功労者 メジャードナー
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入会

会員身分変更

退会

クラブ 氏  名 日  付

富 山 南 山 岸 達 6月30日

富 山 西 葛 城 豪 7月  1日

富 山 大 手 町 酒 井 照 枝 7月10日

林 和 彦 7月  4日

坂 田 賢 7月31日

高 岡 万 葉 般 若 克 彦 7月31日

砺 波 西 田 剛 7月  3日

氷 見 中 央 鎌 仲 博 志 7月31日

柴 山 彰 7月10日

鶴 見 直 樹 7月19日

橋 本 恵 子 6月30日

中 川 昭 栄 6月30日

中 嶋 満 6月30日

安 田 裕 一 郎 7月11日

金 沢 百 万 石 岩 倉 舟 伊 智 7月31日

羽 咋 岡 澤 克 也 7月31日

七 尾 片 原 孝 憲 7月19日

射 水

金 沢 東

白 山 石 川

クラブ 氏  名 日  付 身  分

白 山 石 川 永瀬　喜子 6月12日 名誉会員

七尾みなと 須曽　　茂 7月  1日 名誉会員

【お詫び】
8月号（第2号）の会員異動の欄で、野々市RC 中村啓二郎様が名誉会員になられました日が 6月29日となって
おりましたが、正しくは 6月30日 です。 訂正してお詫び申し上げます。

ご冥福をお祈りいたします

柴田 薫 会員

２０２３.０７.１５（享年７２歳）

輪島ＲＣ

ワールドエコロジー（株）
代表取締役

国際奉仕副委員長

ロータリー歴１１年

クラブ 氏  名 日  付

山 森 清 仁 7月  6日

竹 内 政 一 7月  6日

加 賀 白 山 福 村 貴 司 7月11日

能 登 清 三 7月  4日

三 ツ 村 正 基 7月11日

谷 口 長 久 7月  4日

西 出 克 己 7月  4日

上 坂 経 英 7月  4日

山 崎 美 智 夫 7月  4日

鰀 目 孝 和 7月20日

七 尾 み な と 斉 藤 勝 宏 7月  4日

瀬 戸 政 彦 7月11日

中 川 広 紀 7月11日

藤 田 幸 英 7月11日

山 口 圭 司 7月11日

清 水 哲 二 7月  1日

吉 岡 幸 太 郎 7月26日

輪 島 町 元 智 明 7月  4日

沖 崎 碧 7月  1日

徳 本 誉 7月  1日

加 藤 裕 之 7月  1日

竹 越 雄 大 7月  1日

中 田 貴 大 7月  1日

森 達 哉 7月  1日

下 村 虹 太 7月  1日

辻 晃 平 7月  1日

小 松 RAC 水 上 智 博 7月  1日

金 沢 東 RAC

加 賀

小 松 東

山 中

七 尾

穴 水

志 賀


